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子どもの傷害に関する 
国内のデータベースはない 
豪州・米国・中国・韓国・東南アジアなどはある
ただし、予防につながるデータとしては不足

これまでに日本国内で実施されたサーベイランス 
・2006年11月-2016年4月まで 
　山中・西田ら；国立成育医療研究センターで約35,000例 
・2018年4月-2020年3月まで 
　岸部・西田ら；都立小児総合医療センターを含む 10 施設で ”重症度の高い” 約6,000例

一方で、、、



医療機関におけるデータ収集の課題
医療機関によって電子カルテシステムが異なり、情報共有できない

診断や治療に必要な情報と、予防に必要な情報が異なる

情報収集と入力にかかるコスト（人件費、時間など）

患者への個人情報秘匿への配慮と同意取得

データベースの公開性・継続性の担保



今後の取り組み
子どもの傷害に関するデータベースの作成とネットワークの構築
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